
 

 

 
インターネット・SNS の大北小の実態 
６月に大北小の４～６年生に、インターネット・SNSについてアンケートを実施しまし

た。その結果をまとめてみましたのでご覧ください。数値はいずれも％です。 

 

１．児童の所有率（使える環境にあるもの） 
 全体 4年 5年 6年 

携帯電話 52 49 55 53 

スマートフォン 54 57 54 50 

タブレット端末 44 42 39 53 

パソコン 53 41 58 62 

ゲーム機 82 80 85 84 

携帯型音楽プレーヤー 21 11 17 37 

使える機器はない 2 3 2 2 

２．平日のインターネット利用時間 
 全体 4年 5年 6年 

３０分未満 24 26 19 25 

３０分以上１時間未満 22 18 21 24 

１時間以上２時間未満 16 11 16 19 

２時間以上３時間未満 5 3 4 8 

３時間以上 4 3 5 4 

ほとんど使わない 27 26 35 16 

３．使っているサイト（当てはまるものすべてに○） 
 全体 4年 5年 6年 

メール 40 33 32 50 

コミュニケーションツール（LINEなど） 15 9 11 26 

動画（You Tube など） 57 52 57 55 

ゲーム・オンラインゲーム 55 50 52 56 

音楽 28 19 22 42 

待ち受けなどの画像 16 7 11 31 

プロフ・ブログ・掲示板等 1 1 1 2 

その他 6 5 2 11 

サイトは利用しない 11 14 10 7 

  

 大北小の高学年のインターネット・SNSの実態として次のようなことがわかりました。 

 

①インターネットを使える環境にない児童は全体の２％  

つまり９８％はインターネットを使える環境にある 

②通信型ゲーム機の所有率は８０％以上 

③平日に２時間以上インターネットを使う児童は全体の約１０％  

中でも３時間以上という児童は全体の４％ 

④動画サイトやオンラインゲームなど利用している児童は約６０％ 

 

 



 いかがでしょうか？皆さんが考えていた子どもたちの実態と比べてどうだったでしょう

か。学校が今回のアンケートで重く受け止めたのは次の項目でした。 

 

４．家でインターネットを使う時のルール（きまり）はありますか（当てはまるものすべてに○） 

 全体 4年 5年 6年 

使う時間 43 40 44 39 

使う場面 46 45 42 43 

使う場所 21 22 16 21 

メール禁止・制限 30 32 32 21 

サイトの使用禁止や制限 27 22 25 32 

利用マナーを決めている 33 25 37 38 

その他 4 6 4 3 

特にルールは決めていない 19 13 23 20 

 

 「特にルールを決めていない」と答えた児童が全体の約２０％いたのです。約２０％の

家庭で子どもたちは無防備な状態でインターネットや SNS を使っていることがわかりま

した。 

 大北小でもこの実態調査を受け、SNS 東京ルールと照らし合わせながら、『インターネ

ット・SNS大北小スタンダード』を設定することとしました。ご家庭でも夏休みを前に話

題にしていただき、各家庭でのルールやスタンダードを考えてみてください。 

 保護者の皆様には、子どもたちの利用状況を把握し、保護者の方々の管理・責任のもと

で活用させるとともに、フィルタリング機能やセキュリティソフトなどを使い、子どもた

ちが安全に安心して利用できる環境設定を是非お願いいたします。 

 

 

【インターネット・SNS大北小スタンダード】 
①使う時間や使う場所などを家族と決めよう。 

②自分や他の人の個人情報（名前・住所・電話番号・写真・ 

メールアドレスなど）を載せないようにしよう。 

③送る前に、相手の気持ちを考え、相手がいやな思いになった 

り傷ついたりする内容でないか確かめよう。 

④インターネットは便利な機器ですが、人との出会いや、直接 

 人と話すことを大切にしよう。 

⑤困ったことがあったら、おうちの人や先生に相談しよう。 
 

 

 ４２日間の夏休みが始まります。夏休みは子どもだけで過ごす時間も多くなるかと思い

ます。普段よりも携帯電話やスマートフォン、パソコンや通信型ゲーム機など、ネット社

会との接点が多くなることが予想されます。上に提示しました『ＳＮＳ大北小スタンダー

ド』をご家庭でも話題にしていただき、是非、各家庭ごとの『わが家のＳＮＳスタンダー

ド』を決めてほしいと思います。 


